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四国足摺岬沖南海トラフでのマルチチャンネル反射法地震探査

Multi-channel seismic reflection study in the Nankai Trough off Cape Ashizuri of Shikoku
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南海トラフは，過去に巨大地震が繰り返し発生していたことから地震発生評価
を行う上で世界的にも重要なフィールドとなっている．平成１０年１０月，四国足摺岬沖南海トラフ海域にお

いて沈み込み帯の精密構造解明のため，海洋科学技術
センターはマルチチャンネル反射法地震探査システムおよび海底地震計を用い
た総合的地震探査を実施した．本講演では，その探査で得られた反射法データ
を示し，南海トラフ沈み込み帯の地質学やテクトニクスについて地震発生評価
の観点から議論する．
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